
（ １ ） 軟 弱 地 盤 対 策 工 法 の 概 要 及 び 特 徴  

  軟 弱 地 盤 と は 、 せ ん 断 強 さ が 小 さ く 、 沈 下 の 大

き い 砂 、 粘 土 、 シ ル ト 層 な ど の 地 盤 で あ る 。 軟 弱

地 盤 対 策 と し て は 、 こ の 性 質 を 改 良 し て 、 地 上 構

造 物 に 対 す る 支 持 力 を 増 大 さ せ 、 構 造 物 の 安 定 と

経 済 性 を 図 る た め の 対 策 工 法 で あ る 。  

（ １ － １ ）圧 密 沈 下 促 進 対 策 工 法（ プ レ ロ ー ド 工 法 ）  

プ レ ロ ー ド 工 法 は 構 造 物 の 施 工 に 先 立 っ て 、 構

造 物 の 重 量 に 等 し い か 、 そ れ 以 上 の 荷 重 を あ ら か

じ め 盛 土 な ど に よ り 載 荷 し 、 地 盤 の 圧 密 沈 下 を 事

前 に 促 進 さ せ 、 地 盤 の 強 化 を 図 る 工 法 で あ る 。  

（ 特 徴 ）  

・ 重 機 械 を 必 要 と せ ず 、 材 料 も 安 価 で あ る た め 、

他 の 工 法 と 比 較 し て 安 価 で あ る 。  

 ・ 軟 弱 層 が 厚 い 場 合 は 、 圧 密 に 長 時 間 を 要 す る 。  

（ １ － ２ ） 圧 密 沈 下 防 止 対 策 工 法 （ 深 層 混 合 処 理 工

法 ）  

  深 層 混 合 処 理 工 法 と は 、 セ メ ン ト な ど 化 学 的 安

定 剤 を 軟 弱 土 に か く は ん 混 合 し 、 化 学 的 固 結 作 用

で 地 盤 改 良 す る 工 法 で あ る 。  

（ 特 徴 ）  

・ 地 盤 改 良 後 す ぐ に 強 度 が 得 ら れ る た め 、 急 速 施

工 が 可 能 で あ る 。  

・ 大 深 度 ま で 改 良 が 可 能 で あ る 。  

（ １ － ３ ）液 状 化 対 策 工 法 ( サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ

イ ル 工 法 )  

サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法 と は 、 強 固 に

締 固 め た 砂 杭 を 地 中 に 造 成 し て 地 盤 を 改 良 す る 工

法 で 、 砂 質 土 地 盤 で は 原 地 盤 の 相 対 密 度 を 高 め 、

せ ん 断 強 度 を 増 加 さ せ る 。  

（ 特 徴 ）  

・ 砂 質 土 、 粘 性 土 等 様 々 な 地 盤 に 適 用 が 可 能 で あ

軟弱地盤対策工について、以下の３つの目的に対してそれぞれ１つ

の工法を挙げ、その工法の概要、特徴、留意点を述べよ ①圧密沈

下促進、②圧密沈下防止、③液状化対策 
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る 。  

・ 大 型 施 工 機 に よ り 大 深 度 の 施 工 も 可 能 で あ る 。  

・ 振 動 ・ 騒 音 の 影 響 が 大 き い 。  

・ 周 辺 地 盤 の 変 位 が 大 き い 。  

（ ２ ） 軟 弱 地 盤 対 策 工 法 の 留 意 点  

（ ２ － １ ） プ レ ロ ー ド 工 法 の 留 意 点  

軟 弱 地 盤 で 一 度 に 高 い 盛 土 を 施 す と 、 下 部 の 地 盤

が 破 壊 さ れ 、 盛 土 と 共 に 崩 壊 す る 恐 れ が あ る 。 地 盤

の 土 質 調 査 結 果 か ら 地 盤 及 び 盛 土 の 沈 下 量 を 考 慮 し

て 盛 土 厚 を 決 定 し な け れ ば な ら な い 。  

地 盤 の 安 定 を 確 保 し が た い 場 合 や 裁 荷 重 が 非 常 に

大 き く な る 場 合 は 、 土 の 中 の 水 分 を 早 く 排 出 さ せ 、

圧 縮 時 間 を 短 縮 さ せ 、 圧 密 を 促 進 さ せ る た め に バ ー

チ カ ル ド レ ー ン 工 法 を 併 用 す る 。  

（ ２ － ２ ） 深 層 混 合 処 理 工 法 の 留 意 点  

作 業 空 間 が 狭 く 、住 宅 が 密 集 し た 箇 所 に お い て は 、

設 備 が コ ン パ ク ト で あ り 、 低 騒 音 ・ 低 振 動 で あ る 噴

射 式 か く は ん 方 式 を 用 い る 。  

作 業 規 模 が 大 き く 、 噴 射 式 で は 改 良 が 効 か な い 地

盤 の 場 合 、 機 械 は 大 型 だ が 、 あ ら ゆ る 地 盤 に 適 用 で

き る せ る 機 械 的 か く は ん 方 式 を 選 択 す る 。  

（ ２ － ３ ） サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法 の 留 意

点  

施 工 中 は 振 動 、 騒 音 に 配 慮 が 必 要 で あ り 、 ま た 周

辺 地 盤 へ の 影 響 （ 側 方 流 動 、 盛 り 上 が り ） も 生 じ や

す い の で 、必 要 に 応 じ て 遮 断 用 の ト レ ン チ を 掘 る な

ど の 対 策 を 講 じ る 。  

施 工 機 械 が 大 型 で あ る た め 、超 軟 弱 地 盤 で は 機 械

の 搬 出 入 や 配 置 す る た め の 簡 易 な 地 盤 改 良 が 必 要

と な る 。  

留意点としては、安全性、経済

性、品質管理などが向上する方

策を提案するとよいでしょう。

それぞれの工法に特徴的な因子

をとらえてぴったりの方策を提

案するとよいでしょう。 


